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質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

70

44

柏の景気情報（ 令和２年５月分 ）

建　　　設 20
13
22

○ 調 査 期 間　　 ：　　令和２年５月２５日　～　令和２年６月１０日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１５６事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
45.5%
39.4%

回答数
44.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

50.0%

▲25＞DI

35 15 42.9%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0



令和元年 令和２年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 26.0 ▲ 17.1 ▲ 33.8 ▲ 53.5 ▲ 67.1 ▲ 64.2 ▲ 44.2 ( ▲ 72.8 )

建　　　 設 ▲ 10.5 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 31.5 ▲ 70.5 ▲ 70.0 ▲ 45.0 ( ▲ 82.3 )

製　　　 造 ▲ 42.8 ▲ 14.2 ▲ 25.0 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 69.2 ▲ 61.5 ( ▲ 61.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 41.6 ▲ 26.9 ▲ 38.4 ▲ 76.0 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 45.4 ( ▲ 78.2 )

サ ー ビ ス ▲ 6.2 △ 14.2 ▲ 33.3 ▲ 35.7 ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ( ▲ 64.7 )

令和２年５月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【令和２年５月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４４．２（前月水準▲７２．８）と
なり、マイナス幅が２８．６ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業▲２６．６(同▲６４．７)、建設業▲４５．０(同▲８２．３)、卸小売業▲４５．４(同▲７８．２）である。変ら
ない見通しの業種は、製造業▲６１．５(同▲６１．５)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２６．
６(同▲４７．０)、建設業▲７０．０(同▲７０．５)である。変らない業種は、製造業▲６９．２(同▲６９．２)
である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲８１．８(同▲７８．２)である。

○

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６４．２（前月水準▲６７．１)となり、マ
イナス幅が２．９ポイント縮小した。
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○

令和元年 令和２年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 13.6 ▲ 12.8 ▲ 28.1 ▲ 46.4 ▲ 64.2 ▲ 68.5 ▲ 45.7 ( ▲ 67.1 )

建　　　 設 △ 15.7 ▲ 31.2 ▲ 27.7 ▲ 21.0 ▲ 52.9 ▲ 80.0 ▲ 50.0 ( ▲ 76.4 )

製　　　 造 ▲ 21.4 ▲ 7.1 ▲ 16.6 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 76.9 ▲ 61.5 ( ▲ 53.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 41.6 ▲ 23.0 ▲ 42.3 ▲ 72.0 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 45.4 ( ▲ 78.2 )

サ ー ビ ス ±0.0 △ 21.4 ▲ 13.3 ▲ 21.4 ▲ 52.9 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ( ▲ 52.9 )

先行き見通し

　　令和２年５月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲２６．６(同▲５２．９)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲８０．０(同▲５２．９)、製造業▲７６．
９(同▲６９．２)、卸小売業▲８１．８(同▲７８．２)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４５．７（前月水準▲６７．１）と
なり、マイナス幅が２１．４ポイント縮小する見通しである。

○

【令和２年５月の売上についての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６８．５（前月水準▲６４．２）となり、マ
イナス幅が４．３ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業▲４５．４(同▲７８．２)、建設業▲５０．０(同▲７６．４)、サービス業▲２６．６(同▲５２．９)である。マ
イナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲６１．５(同▲５３．８)である。
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令和元年 令和２年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 26.0 ▲ 20.0 ▲ 29.5 ▲ 52.1 ▲ 67.1 ▲ 62.8 ▲ 47.1 ( ▲ 68.5 )

建　　　 設 ▲ 10.5 ▲ 37.5 ▲ 33.3 ▲ 36.8 ▲ 64.7 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ( ▲ 82.3 )

製　　　 造 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 25.0 ▲ 46.1 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 61.5 ( ▲ 61.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 54.1 ▲ 34.6 ▲ 38.4 ▲ 72.0 ▲ 82.6 ▲ 77.2 ▲ 45.4 ( ▲ 82.6 )

サ ー ビ ス ▲ 18.7 △ 14.2 ▲ 13.3 ▲ 42.8 ▲ 52.9 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ( ▲ 41.1 )

【令和２年５月の採算についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６２．８（前月水準▲６７．１）となり、マ
イナス幅が４．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２０．
０(同▲５２．９)、卸小売業▲７７．２(同▲８２．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順
に、建設業▲７５．０(同▲６４．７)、製造業▲６９．２(同▲６１．５)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４７．１（前月水準▲６８．５）で
あり、マイナス幅が２１．４ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業▲４５．４(同▲８２．６)、建設業▲５０．０(同▲８２．３)、サービス業▲３３．３(同▲４１．１)である。変
らない見通しの業種は、製造業▲６１．５(同▲６１．５)である。

先行き見通し

　　令和２年５月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

令和元年 令和２年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 32.8 ▲ 31.4 ▲ 30.9 ▲ 12.6 ▲ 22.8 ▲ 22.8 ▲ 14.2 ( ▲ 24.2 )

建　　　 設 ▲ 26.3 ▲ 31.2 ▲ 22.2 ▲ 15.7 ▲ 29.4 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ( ▲ 23.5 )

製　　　 造 ▲ 28.5 ▲ 35.7 ▲ 25.0 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ▲ 23.0 ▲ 7.6 ( ▲ 23.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 23.0 ▲ 30.7 ▲ 8.0 ▲ 21.7 ▲ 36.3 ▲ 27.2 ( ▲ 30.4 )

サ ー ビ ス ▲ 43.7 ▲ 42.8 ▲ 46.6 △ 7.1 ▲ 5.8 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ( ▲ 17.6 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．２（前月水準▲２４．２）と
なり、マイナス幅が１０．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
▲７．６(同▲２３．０)、建設業▲１０．０(同▲２３．５)、サービス業▲６．６(同▲１７．６)、卸小売業▲２
７．２(同▲３０．４)である。

先行き見通し

【令和２年５月の仕入単価についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．８（前月水準▲２２．８）となり、変
わらなかった。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲２３．０
(同▲３８．４)、建設業▲２０．０(同▲２９．４)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
卸小売業▲３６．３(同▲２１．７)、サービス業▲６．６(同▲５．８）である。

　　令和２年５月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

令和元年 令和２年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 △ 24.6 △ 28.5 △ 23.9 △ 4.2 ▲ 4.2 ▲ 8.5 ▲ 7.1 ( ▲ 7.1 )

建　　　 設 △ 42.1 △ 43.7 △ 27.7 △ 31.5 △ 23.5 △ 20.0 △ 20.0 ( △ 23.5 )

製　　　 造 △ 21.4 △ 35.7 △ 33.3 ±0.0 △ 15.3 ▲ 15.3 ▲ 38.4 ( △ 7.6 )

卸 ・ 小売 △ 12.5 △ 19.2 △ 19.2 ▲ 12.0 ▲ 26.0 ▲ 27.2 ▲ 18.1 ( ▲ 26.0 )

サ ー ビ ス △ 25.0 △ 21.4 △ 20.0 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 13.3 ±0.0 ( ▲ 23.5 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．１（前月水準▲７．１）とな
り、変わらなかった。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業±０．０(同▲２３．５)、卸小売業▲１８．１(同▲２６．０)である。プラス幅が縮小する見通しの業種
は、建設業△２０．０(同△２３．５)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、製造業▲３８．
４(同△７．６)である。

　　令和２年５月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲８．５（前月水準▲４．２）となり、マイナ
ス幅が４．３ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲１３．３(同▲１７．６)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、建設業△２０．０(同△２３．５)である。プラスからマイナスに転じた
業種は、製造業▲１５．３(同△１５．３)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲２７．２(同▲
２６．０)である。

【令和２年５月の従業員についての状況】

○
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令和元年 令和２年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 8.2 ▲ 15.7 ▲ 9.8 ▲ 21.1 ▲ 40.0 ▲ 41.4 ▲ 34.2 ( ▲ 54.2 )

建　　　 設 ▲ 10.5 ▲ 31.2 ▲ 11.1 ▲ 5.2 ▲ 35.2 ▲ 40.0 ▲ 15.0 ( ▲ 47.0 )

製　　　 造 △ 7.1 ±0.0 △ 16.6 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 38.4 ▲ 46.1 ( ▲ 38.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 16.6 ▲ 23.0 ▲ 15.3 ▲ 36.0 ▲ 47.8 ▲ 54.5 ▲ 50.0 ( ▲ 69.5 )

サ ー ビ ス ▲ 6.2 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 21.4 ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ( ▲ 52.9 )
　

先行き見通し

令和２年５月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【令和２年５月の資金繰りについての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４１．４（前月水準▲４０．０）となり、マ
イナス幅が１．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲２６．６(同▲４７．０)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲３８．４(同▲２３．０)、卸小売業▲５
４．５(同▲４７．８)、建設業▲４０．０(同▲３５．２)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲３４．２（前月水準▲５４．２）と
なり、マイナス幅が２０．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲１５．０(同▲４７．０)、サービス業▲２６．６(同▲５２．９)、卸小売業▲５０．０(同▲６９．５)である。マ
イナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲４６．１(同▲３８．４)である。

○

○

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

令和２年５月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年５月の資金繰り
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１２月 ▲ 26.0 ▲ 10.5 ▲ 42.8 ▲ 41.6 ▲ 6.2

１月 ▲ 17.1 ▲ 31.2 ▲ 14.2 ▲ 26.9 △ 14.2
２月 ▲ 33.8 ▲ 33.3 ▲ 25.0 ▲ 38.4 ▲ 33.3
３月 ▲ 53.5 ▲ 31.5 ▲ 61.5 ▲ 76.0 ▲ 35.7
４月 ▲ 67.1 ▲ 70.5 ▲ 69.2 ▲ 78.2 ▲ 47.0
５月 ▲ 64.2 ▲ 70.0 ▲ 69.2 ▲ 81.8 ▲ 26.6

見通し ▲ 44.2 ▲ 45.0 ▲ 61.5 ▲ 45.4 ▲ 26.6
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ
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【卸小売業】からは、「コジマ、ケーズデンキ、ヤマダ電機近辺に事務用品安売りの「事務キチ」が出店するようで、非
常に脅威」（書籍・文房具小売業）、「気温上昇により動きのなかった衣料・肌着が動き始めた。マスクや除菌アルコー
ルも出回りだした。従業員採用では、新型コロナウイルスで仕事がなくなったという人が増加している」（大型小売店）
などのコメントが寄せられた。

.

0

.

【サービス業】からは、「貸主側の賃料減額対応にも限界があるので、商業系テナントは財政的に手厚く支えていただ
きたい」（不動産賃貸・管理業）、「過去にない経済の変化。身の安全、従業員保全等、生きるのに精一杯の月に」（投
資顧問）などのコメントが寄せられた。

「自粛の影響で仕事量激減、工期延長」（電気工事業）、「４月中旬～５月中旬まで現場が休止。再開するも工程に大幅なずれが
生じ、５月の売上はほぼ無い。ただ、講習会、会議等のキャンセルで繁雑な事務処理がゆっくりできた。今後も現場が少ない為、
売上は厳しい」（職別工事業）、「飲食店を中心に酒類の消費量が激減。今後も以前の水準まで戻るか不透明」（酒類製造業）、
「機械や部品、消耗品の注文が激減」（機械・同部品製造業）、「前年比売上６０％減。長期化すれば継続に難あり」（印刷業）、
「前年比９０％減。ご年配のお客様は感染に気を付けている様子。緊急の修理以外の来店はほぼない」（時計・眼鏡・光学機械小
売業）、「客数は前年比８０％減。食料品のみの営業が続き、客単価も大幅ダウン。売上は７０％減で営業赤字の見通し。消費が
冷え込み、夏のボーナス商戦の見通しは暗く、クリアランスセールも夏物商材の確保が難しい」（百貨店）、「緊急事態宣言延長に
よりＧＷ明けの売上が大幅減」（洋菓子店）、「飲食店の休業やイベント中止により在庫過多に」（食料・飲料卸売業）、「商業施設
の休館が大きな痛手」（洋菓子店）、「５月１４日より営業再開し、売上・収入共に回復。６月以降も回復の見通し」（各種商品小売
業）、「１か月休業し、５月７日より時短営業を始めたが、駅前の人通りが回復するまでは先行きが見えない」（花・植木小売業）、
「ＧＷ明けに少しずつ人の流れは出てきたが、夕方の学生がまだ戻らない。売上が戻らないまま除菌等の対策費だけがかさんで
いく」（各種商品小売業）、「５月は休業。６月から営業再開予定」（酒場・ビヤホール）、「テイクアウト売上が増し、さらにチラシを配
布予定。出前館を利用しているが、先行きは自社でやりたい」（食堂・レストラン）、「業況悪化の為、管理しているメインテナントが
破産。滞納家賃の清算や原状回復等が管財人との関係で進められず、次の展開に見通しがつかない。テナント募集ビルや住居
用マンションの入居者も全然決まらない」（不動産代理業・仲介業）、「集客は極端に減少。お客様も将来が不安で購入を控えて
いる。高齢者の資産売却、若い人の持ち家購入意欲は強い」（不動産管理業）、「テイクアウト商品は客単価が低く売上高は大幅
減少。今後も３密回避による客席の見直しで採算維持が厳しい」（日本料理）、「事業及び設備投資の据え置き等で受注延期と
なった分、売上に影響」（ソフトウェア業）との声が寄せられた。

◎新型コロナウイルスの影響

【製造業】からは、「働き方改革を推進するタイミングであるが、生産性の向上ができても売上の落込みが大きいと人
員過剰となり、今後の雇用に大きな影響が出そう。社内の配置転換を大胆にやらないと会社が持たない」（自動車付
属品製造業）、「自粛要請が解かれた後の地域の盛り上がりに期待」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【令和２年５月の調査結果のポイント】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６４．２（前月水準▲６７．１)となり、マイナス
幅が２．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２６．６(同
▲４７．０)、建設業▲７０．０(同▲７０．５)である。変らない業種は、製造業▲６９．２(同▲６９．２)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲８１．８(同▲７８．２)である。

≪全産業ＤＩはわずかに改善。緊急事態宣言解除により先行き回復の期待感が多い≫

【建設業】からは、「業務改善のチャンスと考え休日確保、働き方改革を進める」（一般土木建築工事業）、「外出自粛
やテレワークでインテリアに目を向けるお客様が増えつつあるので、畳工事需要の増加に期待」（畳工事請負・畳製造
販売業）、「相当ダメージを受けているが、今が踏ん張り時。今後の新市場のイメージが大事」（一般土木建築工事
業）、「今後、新型コロナウイルスの影響が出そうで心配」（職別工事業）などのコメントが寄せられた。



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 68.5 ▲ 45.7 ▲ 62.8 ▲ 47.1 ▲ 22.8 ▲ 14.2 ▲ 8.5 ▲ 7.1
建　　　設 ▲ 80.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 △ 20.0 △ 20.0
製　　　造 ▲ 76.9 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 61.5 ▲ 23.0 ▲ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 38.4
卸 ・小売 ▲ 81.8 ▲ 45.4 ▲ 77.2 ▲ 45.4 ▲ 36.3 ▲ 27.2 ▲ 27.2 ▲ 18.1
サービス ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ±0.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 64.2 ▲ 44.2 ▲ 41.4 ▲ 34.2
建　　　設 ▲ 70.0 ▲ 45.0 ▲ 40.0 ▲ 15.0
製　　　造 ▲ 69.2 ▲ 61.5 ▲ 38.4 ▲ 46.1
卸 ・小売 ▲ 81.8 ▲ 45.4 ▲ 54.5 ▲ 50.0 　
サービス ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 26.6

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

【仕入単価ＤＩ】

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲８．５に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１．９で
柏の方がマイナス幅が６．６ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の方
が良い業種は製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸
小売業、サービス業であり、卸小売業は１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４１．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲４１．
９で柏の方がマイナス幅が０．５ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業であり、建設
業は１０ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲６２．８に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲６２．
２で柏の方がマイナス幅が０．６ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、建設業、卸小売業
は１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．８に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１５．
０で柏の方がマイナス幅が７．８ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い
業種は、製造業、卸小売業であり、１０ポイント以上悪い。

令和２年５月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲６４．２に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲６５．
８で柏の方がマイナス幅が１．６ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業であり、１０
ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲６８．５に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲６２．
６で柏の方がマイナス幅が５．９ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、１０ポイント以上悪
い。



【令和２年５月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
業務改善のチャンスと考え休日の確保、働き方改革を進める。差別化した業務に特化
し、選ばれる会社になれるよう業務内容を改善していく。

働き方改革
業務内容改善

一般土木建築工事業

自粛の影響で仕事量激減、工期が延ばされている。解除後の見通し不明。 仕事量激減 電気工事業

外出自粛やテレワークによりインテリアに目を向けるお客様が増えつつあるので、畳
工事需要増加に期待。 外出自粛・テレワークの影響 畳工事請負・畳製造販売業

新型コロナウイルスで相当ダメージを受けているが、今が踏ん張り時。今後の新市場
をしっかりイメージする事が大事。 新型コロナウイルス 一般土木建築工事業

これから新型コロナウイルスの影響が出そうで心配している。 新型コロナウイルス 職別工事業

新型コロナウイルスの影響で、４月中旬～５月中旬まで現場が休止。再開するも工程
に大幅なずれが生じ、５月の売上はほぼ無くなった。ただ、講習会、会議等のキャンセ
ルで繁雑な事務処理がゆっくりできた。今後も現場が少ない為、売上は厳しい。

新型コロナウイルス
売上減少

職別工事業

外出自粛要請が解かれた後の地域の盛り上がりに期待。 外出自粛要請解除 印刷業

新型コロナウイルス感染拡大による影響は現状大きくないが、長期的に考えると影響
が出そう。社内の働き方改革を推進するタイミングとしては良いが、生産性の向上が
できても売上の落込みが大きいと人員過剰となり、今後の雇用に大きな影響が出そ
う。社内の配置転換を大胆にやらないと会社が持たない。

新型コロナウイルス
働き方改革

自動車付属品製造業

新型コロナウイルスの影響により、飲食店を中心に酒類の消費量が激減。緊急事態
宣言解除後に徐々に戻ると予想されるが、以前の水準まで戻るか不透明。 新型コロナウイルス

酒消費量激減
酒類製造業

新型コロナウイルスの影響により機械の受注が激減。部品、消耗品の注文も激減。 新型コロナウイルス
受注減

機械・同部品製造業

新型コロナウイルスの影響は大きく、前年比売上６０％減。長期化すれば継続に難あ
り。様子見の状態。

新型コロナウイルス
売上減少

印刷業

前年比９０％減。ご年配のお客様は感染に気を付けている様子。緊急の修理以外の
来店はほぼない。緊急事態宣言が解除されても、しばらくは様子見になると思う。 来店客減少 時計・眼鏡・光学機械小売業

客数は前年比８０％減。食料品のみの営業が続いた為、客単価も大幅ダウン。売上
は７０％減で、営業範囲を拡大しても５月単月は営業赤字の見通し。消費が冷え込
み、夏のボーナス商戦への見通しは暗い。クリアランスセールも夏物商材の確保が難
しく、秋までにどれ程消費動向が回復しているのか見通し辛い。

来店客・客単価・売上減少
先行き不透明

百貨店

コジマ、ケーズデンキ、ヤマダ電機近辺に事務用品安売りの「事務キチ」が出店すると
の事。非常に脅威。 競合店出店 書籍・文房具小売業

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言延長により、GW明けからの売上が大幅減。
先行きが不安！

新型コロナウイルス
売上減少

洋菓子店

飲食店の休業やイベント中止により在庫過多に。 在庫過多 食料・飲料卸売業

商業施設の休館が大きな痛手。 商業施設休館の影響 洋菓子店

気温上昇により動きのなかった衣料・肌着が動き始めた。マスクや除菌アルコールも
出回りだした。従業員採用では、新型コロナウイルスで仕事がなくなったという人が増
加している。

新型コロナウイルス
従業員採用

大型小売店

新型コロナウイルスの影響で１か月休業し５月７日より時短営業を始めたが、駅前の
人通りが回復するまでは先行きが見えない。

新型コロナウイルス
先行き不透明

花・植木小売業

ＧＷ明けに少しずつ人の流れは出てきたが、夕方の学生がまだ戻らない。売上が戻ら
ないまま除菌等の対策費だけがかさんでいく。

売上減少
新型コロナウイルス対策費増加

各種商品小売業

５月１４日より営業再開した事により売上・収入共に回復。６月以降も回復していく見通
し。

営業再開
売上回復

各種商品小売業

５月は休業し、６月から営業再開予定。 ６月～営業再開 酒場・ビヤホール

テイクアウト売上が増加し、チラシをさらに配布予定。出前館を利用しているが、先行
きは自社でやりたい。 テイクアウト売上増加 食堂・レストラン

過去にない経済の変化。５月は身の安全、従業員保全等、生きるのに精一杯の月に
なった。 新型コロナウイルス 投資顧問

業況悪化の為、管理しているメインテナントが破産し、滞納家賃の清算、明け渡しの原
状回復が管財人との関係で進められない。また、テナント募集ビルや住居用マンショ
ンの入居者が全然決まらない。まず今年中の回復は見込めないと思う。

新型コロナウイルス 不動産代理業・仲介業

自粛ムードの中で集客は極端に減少。街の中に人通りが少ない。お客様も将来が不
安で購入を控えている。高齢者の資産売却、若い人の持ち家購入意欲は強い。 客数減少 不動産管理業

住居系賃貸は大きな影響はないが、今後は分からない。貸主側の賃料減額対応にも
限界があるので、商業系テナントを財政的に手厚く支えていただきたい。経営体力が
あれば、知恵と行動で難局を好機に変えることができると思う。

新型コロナウイルス 不動産賃貸・管理業

緊急事態宣言中はテイクアウト商品で売上確保を狙うも、客単価減少により売上高は
大きく減少。緊急事態宣言解除後も、３密回避による客席の見直しで客数減少は避け
られない。採算の維持の見通しが厳しい状況。

客単価減少により売上減少
３密回避による客数見直し

日本料理

新型コロナウイルスによって事業及び設備投資の据え置きで受注延期となった分、売
上に影響あり。ＨＰの案内だけでなく、国と自治体の支援や説明会に参加したい。 新型コロナウイルス ソフトウェア業

製造業

サービス業

建設業

卸小売業



.
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◎新型コロナウイルスの影響
「自粛の影響で仕事量激減、工期延長」（電気工事業）、「４月中旬～５月中旬まで現場が休止。再
開するも工程に大幅なずれが生じ、５月の売上はほぼ無い。ただ、講習会、会議等のキャンセルで
繁雑な事務処理がゆっくりできた。今後も現場が少ない為、売上は厳しい」（職別工事業）、「飲食店
を中心に酒類の消費量が激減。今後も以前の水準まで戻るか不透明」（酒類製造業）、「機械や部
品、消耗品の注文が激減」（機械・同部品製造業）、「前年比売上６０％減。長期化すれば継続に難
あり」（印刷業）、「前年比９０％減。ご年配のお客様は感染に気を付けている様子。緊急の修理以
外の来店はほぼない」（時計・眼鏡・光学機械小売業）、「客数は前年比８０％減。食料品のみの営
業が続き、客単価も大幅ダウン。売上は７０％減で営業赤字の見通し。消費が冷え込み、夏のボー
ナス商戦の見通しは暗く、クリアランスセールも夏物商材の確保が難しい」（百貨店）、「緊急事態宣
言延長によりＧＷ明けの売上が大幅減」（洋菓子店）、「飲食店の休業やイベント中止により在庫過
多に」（食料・飲料卸売業）、「商業施設の休館が大きな痛手」（洋菓子店）、「５月１４日より営業再
開し、売上・収入共に回復。６月以降も回復の見通し」（各種商品小売業）、「１か月休業し、５月７日
より時短営業を始めたが、駅前の人通りが回復するまでは先行きが見えない」（花・植木小売業）、
「ＧＷ明けに少しずつ人の流れは出てきたが、夕方の学生がまだ戻らない。売上が戻らないまま除
菌等の対策費だけがかさんでいく」（各種商品小売業）、「５月は休業。６月から営業再開予定」（酒
場・ビヤホール）、「テイクアウト売上が増し、さらにチラシを配布予定。出前館を利用しているが、先
行きは自社でやりたい」（食堂・レストラン）、「業況悪化の為、管理しているメインテナントが破産。滞
納家賃の清算や原状回復等が管財人との関係で進められず、次の展開に見通しがつかない。テナ
ント募集ビルや住居用マンションの入居者も全然決まらない」（不動産代理業・仲介業）、「集客は極
端に減少。お客様も将来が不安で購入を控えている。高齢者の資産売却、若い人の持ち家購入意
欲は強い」（不動産管理業）、「テイクアウト商品は客単価が低く売上高は大幅減少。今後も３密回
避による客席の見直しで採算維持が厳しい」（日本料理）、「事業及び設備投資の据え置き等で受
注延期となった分、売上に影響」（ソフトウェア業）との声が寄せられた。



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 64.2 ▲ 70.0 ▲ 69.2 ▲ 81.8 ▲ 26.6

▲ 65.8 ▲ 37.7 ▲ 69.9 ▲ 70.0 ▲ 77.6

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 68.5 ▲ 80.0 ▲ 76.9 ▲ 81.8 ▲ 26.6

▲ 62.6 ▲ 34.2 ▲ 64.2 ▲ 64.1 ▲ 78.0

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 62.8 ▲ 75.0 ▲ 69.2 ▲ 77.2 ▲ 20.0

▲ 62.2 ▲ 32.7 ▲ 65.0 ▲ 65.2 ▲ 76.5

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.8 ▲ 20.0 ▲ 23.0 ▲ 36.3 ▲ 6.6

▲ 15.0 ▲ 28.1 ▲ 12.3 ▲ 16.4 ▲ 9.2

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 8.5  20.0 ▲ 15.3 ▲ 27.2 ▲ 13.3

▲ 1.9 20.8 ▲ 15.7 7.1 ▲ 9.7

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 41.4 ▲ 40.0 ▲ 38.4 ▲ 54.5 ▲ 26.6

▲ 41.9 ▲ 16.7 ▲ 41.5 ▲ 49.3 ▲ 55.2

柏の景気

令和２年５月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



 
 調査期間 : 令和2年5月25日～6月10日 

 
調査対象：柏市内156事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数70件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（５月の調査結果のポイント） 
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景
気
䣔
の
方
が

悪
い
業
種
は
䣍
建
設
業
䣍
卸
小
売
業
で

あ
り
䣍
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
悪
い
䣎 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

１２月 ▲26.0 ▲10.5 ▲42.8 ▲41.6 ▲ 6.2 

１月 ▲17.1 ▲31.2 ▲14.2 ▲26.9 △14.2 

２月 ▲33.8 ▲33.3 ▲25.0 ▲38.4 ▲33.3 

３月 ▲53.5 ▲31.5 ▲61.5 ▲76.0 ▲35.7 

４月 ▲67.1 ▲70.5 ▲69.2 ▲78.2 ▲47.0 

５月 ▲64.2 ▲70.0 ▲69.2 ▲81.8 ▲26.6 

見通し ▲44.2 ▲45.0 ▲61.5 ▲45.4 ▲26.6 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 



  

 3 調査期間：2020年5月14日～20日 
 
調査対象：全国の335商工会議所が2,703企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（５月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
一
段
の
悪
化
䣎
先

行
き
も
影
響
長
期
化
へ
の
懸
念
か

ら
厳
し
い
見
方
続
く 

 

５
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
䣍
▲
６
５
䥼
８
と
䣍
前
月

か
ら
▲
５
䥼
４
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
䣎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
伴
い
䣍
消
費
者
の
外
出
自
粛

や
企
業
の
営
業
自
粛
・
休
業
の
動

き
が
広
が
る
中
䣍
ゴ
䤀
ル
デ
ン
ウ

䣵
䤀
ク
の
観
光
需
要
消
失
な
ど

に
よ
り
幅
広
い
業
種
で
売
上
が

低
迷
し
て
い
る
䣎
加
え
て
䣍
固
定

費
の
負
担
増
が
資
金
繰
り
を
急

激
に
悪
化
さ
せ
て
お
り
䣍
特
に
サ

䤀
ビ
ス
業
で
は
８
９
年
４
月
の

調
査
開
始
以
来
䣍
過
去
最
悪
䥹
※
䥺

の
▲
７
７
䥼
６
を
記
録
し
た
䥹
※

こ
れ
ま
で
は
䣍
２
０
０
９
年
２
月

時
の
▲
７
２
䥼
６
䥺䣎
ま
た
䣍
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
長
期

化
を
懸
念
し
䣍
設
備
投
資
や
採

用
䣍
新
規
事
業
の
見
直
し
に
踏
み

切
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
䣍

中
小
企
業
の
景
況
感
は
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
䣎 

先
行
き
に
つ
い
て
は
䣍
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
６
９
䥼
０
䥹
今

月
比
▲
３
䥼
２
ポ
イ
ン
ト
䥺
と
悪

化
を
見
込
む
䣎
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
や
緊
急
経
済
対
策
の
政
策

効
果
に
よ
る
消
費
喚
起
を
期
待

す
る
声
が
聞
か
れ
る
も
の
の
䣍
企

業
・
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
低
迷
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需

要
の
回
復
遅
れ
䣍
サ
プ
ラ
イ
チ
䣷

䤀
ン
・
生
産
活
動
へ
の
影
響
長
期

化
な
ど
へ
の
懸
念
に
加
え
䣍
新
た

な
生
活
様
式
の
浸
透
に
伴
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
容
を
指
摘

す
る
声
も
多
く
䣍
先
行
き
に
対
し

て
厳
し
い
見
方
が
続
く
䣎 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
䣎 

 
産
業
別
に
み
る
と
䣍
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
䣍
建
設

業
䣍
製
造
業
䣍
小
売
業
䣍
サ
䤀
ビ

ス
業
で
悪
化
䣍
卸
売
業
は
改
善
し

た
䣎
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
䣎 

 

䣗
建
設
業
䣘䣓
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
䣍
市

が
発
注
予
定
だ
䣬
た
小
学
校
や

保
育
園
の
改
修
工
事
な
ど
䣍
公
共

工
事
の
大
部
分
が
中
止
さ
れ
䣍
受

注
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
䣔 

䥹
一
般
工
事
業
䥺䣍䣓
一
部
の
製
品

や
電
気
設
備
用
部
材
な
ど
で
欠

品
が
発
生
し
て
お
り
䣍
工
事
を
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
䣎
ま
た
䣍
感

染
リ
ス
ク
抑
制
の
た
め
工
事
延
期

を
決
定
し
た
取
引
先
も
あ
り
䣍
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
䣔䥹
電
気
設
備

工
事
業
䥺 

 

䣗
製
造
業
䣘䣓
ゴ
䤀
ル
デ
ン
ウ
䣵

䤀
ク
を
中
心
に
外
出
自
粛
の
動
き

が
広
が
り
観
光
客
が
激
減
䣎
５
月

の
観
光
客
向
け
の
売
上
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
ま
で
落
ち
込
ん
だ
䣔䥹
菓
子
製
造

業
䥺䣍䣓
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
䣍
展
示
会
の
中
止
・
延

期
が
相
次
い
で
お
り
䣍
主
力
と
な

る
国
内
向
け
製
品
の
販
売
機
会
を

喪
失
䣎
今
後
の
売
上
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
䣔䥹
一
般
産
業
用
機
械
製
造
業
䥺 

 

䣗
卸
売
業
䣘䣓
取
引
先
等
と
の
対

面
接
触
を
避
け
て
い
る
が
䣍
営
業

活
動
へ
の
支
障
が
大
き
い
䣎
受
注

も
減
少
傾
向
に
あ
り
䣍
こ
の
ま
ま

で
は
設
備
投
資
に
踏
み
切
れ
な

い
䣔䥹
カ
䤀
用
品
卸
売
業
䥺䣍䣓
外
食

産
業
向
け
の
受
注
は
低
調
な
も
の

の
䣍
巣
ご
も
り
消
費
の
拡
大
に
よ

り
䣍
冷
凍
食
品
用
途
の
需
要
が
大

幅
に
増
加
䣎
ま
た
䣍
キ
䣺
ベ
ツ
な
ど

の
葉
物
野
菜
の
価
格
高
騰
に
伴

い
䣍
販
売
価
格
も
上
昇
し
䣍
高
収
益

を
確
保
で
き
て
い
る
䣔䥹
農
産
品
卸

売
業
䥺 

   
䣗
小
売
業
䣘䣓
消
費
者
の
外
出
自

粛
や
事
業
所
の
休
業
・
営
業
自
粛
な

ど
の
影
響
に
よ
り
䣍
ガ
ソ
リ
ン
や
軽

油
の
販
売
が
低
調
䣔䥹
石
油
製
品
販

売
業
䥺䣍䣓
５
月
９
日
か
ら
営
業
を
再

開
し
た
も
の
の
䣍
消
費
者
の
外
出
自

粛
の
影
響
か
ら
客
足
が
乏
し
い
䣎
ま

た
䣍
消
毒
液
や
従
業
員
用
の
マ
ス

ク
䣍
レ
ジ
等
の
飛
沫
防
止
用
ビ
ニ
䤀

ル
シ
䤀
ト
な
ど
䣍
感
染
防
止
策
を
講

じ
る
た
め
の
経
費
負
担
も
重
く
䣍
出

口
が
見
え
な
い
䣔䥹
百
貨
店
䥺 

 

䣗
サ
䤀
ビ
ス
業
䣘䣓
雇
用
調
整
助

成
金
を
申
請
し
た
が
実
行
ま
で
に

時
間
が
か
か
䣬
て
い
る
䣎
休
業
期
間

で
も
社
会
保
険
料
や
家
賃
な
ど
の

固
定
費
負
担
が
重
く
䣍
資
金
繰
り
が

厳
し
い
䣔䥹
飲
食
業
䥺䣍䣓
消
費
者
の

外
出
自
粛
や
企
業
の
営
業
自
粛
の

影
響
に
よ
り
䣍
観
光
客
・
ビ
ジ
ネ
ス

客
の
利
用
が
低
調
な
た
め
䣍
売
上
が

半
減
䣎
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
短
勤
務
な

ど
で
し
の
い
で
い
る
が
䣍
影
響
が
長

期
化
す
れ
ば
䣍
人
員
削
減
も
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
い
䣔䥹
旅
館
業
䥺 

  

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１２月 ▲ 29.4 ▲ 12.8 ▲ 35.8 ▲ 31.4 ▲ 40.4 ▲ 23.9 

１月 ▲ 26.8 ▲ 10.4 ▲ 31.1 ▲ 28.9 ▲ 38.0 ▲ 23.4 

２月 ▲ 32.6 ▲ 13.0 ▲ 41.5 ▲ 37.5 ▲ 39.5 ▲ 28.6 

３月 ▲ 49.0 ▲ 18.6 ▲ 51.7 ▲ 53.1 ▲ 58.9 ▲ 55.8 

４月 ▲ 60.4 ▲ 29.3 ▲ 63.2 ▲ 66.7 ▲ 64.0 ▲ 71.2 

５月 ▲ 65.8 ▲ 37.7 ▲ 69.9 ▲ 62.9 ▲ 70.0 ▲ 77.6 

見通し ▲ 69.0 ▲ 55.0 ▲ 73.2 ▲ 68.6 ▲ 70.3 ▲ 73.2 

 


